
ERA-GLONASS コンフォーマンス・

テスト

Application Note

Products:

● R&S®CMW500

● R&S®CMW-KA094

● R&S®CMW-KA095

● R&S®SMBV100A

緊急ロード・アシスタンス(ERA-GLONASS)は、道路上で生じた事故またはその他の緊急事態の際の応答時間

を短縮させることを目的としたロシアで提供が開始されるサービスです。本アプリケーションノートで

は、ERA-GLONASS の背景にある技術を簡単に説明し、広帯域無線機テスタ R&S®CMW500 とベクトル・シグナ

ル信号発生器 R&S®SMBV100A を使用したソリューションを紹介します。ERA-GLONASS のテストソフトウェ

アは、GSM または WCDMA 無線通信規格を使用したテストの実行を迅速かつ簡単に実施することができます。

 

 

 

 

Note:

eCall コンフォーマンス・テストにつきましては、アプリケーションノート 1MA241 に記載されています。

アプリケーションノートの最新版は以下の HP アドレスよりご参照ください。(www.rohde-schwarz.com/

appnote/1MA251).
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1 はじめに
ERA-GLONASS は、道路上で生じた事故またはその他緊急事態の際の応答時間を短縮させ

ることを目的としたロシアで提供が開始されるサービスです。ロシア政府は、今後すべ

ての新しい自動車に ERA モジュールを搭載させる法律を制定しました。ERA は、欧州仕

様の eCall システムと同様の仕組を採用しています。つまり、同じ原則とプロトコルを

使用しています。一方で SMS のような MSD の転送用冗長チャネルを提供します。例え

ば、車両管理や有料道路システムそしてデジタル・タコグラフ(デジタル自動回転速度

計)のようなサービス提供のための設計が施されています。

ERA-GLONASS は事故を防ぐことはできませんが、例えばエアバックが展開した時など

に、音声通話発信が自動的に緊急番号 112 へダイアルされます。それと同時に、車両の

現在位置を含む重要な情報が仕様で定められたデータ形式で送信されます。車載シス

テム(IVS)はデータを収集し、公衆安全応答ポイント(PSAP）に GSM や WCDMA の音声網を

経由しデータを送信します。
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図 1-1: ERA-GLONASS システム：緊急事態時に車両は、GSM または WCDMA の回線網を使用し緊急サービスへ通
知を行ないます。車両は自動的に位置情報を含む重要なデータを転送します。その後、例え
ば追加情報等を確認するため緊急サービスのオペレーターは直接乗員と通話を行うことがで
きます。

本アプリケーションノートは ERA-GLONASS の背景にある原理とローデ・シュワルツが提

供するテスト・ソリューションを用いた IVS のコンフォーマンス・テストの説明につい

て記述されています。

ソフトウェアとテスト・ソリューションは、ユーザーが実際に必要なテスト項目を実施

する際に使用しやすい仕様になっています。

● PSAP のシミュレーションと GSM または WCDMA を経由した ERA-GLONASS 緊急通話

● 時間測定と最小のデータ・セット(MSD)のデコード

● 相互間のプロトコル・メッセージの表示

● 無線通信や GNSS の仕様の深い理解を必要としない

● 使用者を選ばない、扱いやすい操作性

● GSM や WCDMA に関する各種パラメータを変更することが可能

● 再現性のある測定結果を実施可能
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● 緊急電話番号 112 を使用した、実際の緊急通話が可能

 

本アプリケーションノートに記載されているローデ・シュワルツテスト機器に関する略

語を以下に示します:

● 広帯域ワイドバンド無線機テスタ R&S®CMW500 を CMW と表記します。

● ベクトル・シグナル信号発生器 R&S®SMBV100A を SMBV と表記します。
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2 ERA-GLONASS とは

2.1 ERA-GLONASS: システムとコンセプト

ERA-GLONASS とは、道路上の事故または他の緊急事態が生じた際の応答時間を削減する

ことを目的としたロシアで提供が始まるサービスです。ロシア政府は、今後すべての新

しい自動車モデルに ERA モジュールの搭載を義務づける法律を制定しました。ERA は、

欧州規格である eCall システムと同様の仕組を採用しています。つまり、同じ原則とプ

ロトコルを使用しています。一方で SMS のような冗長チャネルまたは、追加のデータ・

サービスのような追加機能を提供します。

表 2-1: ERA/eCall の特徴と相違点

Feature eCall ERA-GLONASS

Radio Access Networks GSM(2G) / UMTS(3G)(optional) GSM(2G) / UMTS(3G)

GNSS GPS GLONASS (mandatory), GPS

In-Band Modem yes yes ( same to pan-European

eCall)

secondary (redundant) channel no SMS

MSD MSD MSD (like the MSD in eCall,

but optional additional

fields)

additional (packet) data

channel

no yes
for location-based services
like

● fleet management
● insurance telematics
● toll collection
● recovery of stolen

vehicles
● digital tachygraphy

ERA-GLONASS は事故を防ぐことはできませんが、例えばエアバックが展開した時など

に、音声通話発信が自動的に緊急番号 112 へダイアルされます。それと同時に、車両の

現在位置を含む重要な情報が仕様で定められたデータ形式で送信されます。自動ダイ

アル機能に加え、ERA は他の緊急事態が生じた際に手動で緊急通知することもできま

す。

概要については、 1,「はじめに」 (3 ページ)を参照ください。

車載システム(IVS)は、すべての自動車に重要な要素として搭載されています(図 2-1)。

車載システム(IVS)は、すべての自動車に重要な要素として搭載されています(図 2-1)。

IVS の主要コンポーネントは、公衆安全応答ポイント(PSAP)に携帯電話ネットワークを

介して最小のデータセット(MSD)の転送を可能にするため、現在地と携帯モジュール

(GSM, WCDMA)を認識するための GNSS(GNSS: 通例 GPS を有する)レシーバーである。

 

 

ERA-GLONASS: システムとコンセプト
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図 2-1: ERA-GLONASS の主要コンポーネント：IVS は重要なデータを準備し、無線インターフェース上で音声
チャネル介しデータを転送します。

公衆安全応答ポイント(PSAP の例：警察、消防、EMT)は音声通話に応答すると同時にデ

ータを受信し、適切な応答を開始します(救急車の派遣の有無等)。そして、音声接続を

介して追加情報を確認します。

IVS は、標準化された MSD として PSAP にデータを送信します。

表 2-2: MSD のデータ内容：最重要データとして、車両の位置(ブロック 7…11)。さらに ERA には、診断結果
とクラッシュ情報が含まれます。

Block Name Description

1 Format version MSD format version: set to 1 for the current format

EN15722:2011

2 Message identifier Session specific counter; starts at 1 and is incremented

with every retransmission

3 Control Conveys the following information:

Automatic or manual activation test call (TRUE/FALSE)

Position can be trusted (TRUE/FALSE)

Vehicle class

4 Vehicle ID VIN (vehicle identification number) according to ISO3779

5 Propulsion type (energy

storage)

Gasoline, diesel, hydrogen, electric, etc. (TRUE/FALSE)

6 Timestamp Timestamp of incident event

7 Vehicle location Latitude and longitude (ISO 6709) in milliarcseconds

8 Vehicle direction Deviation from the direction to the magnetic north pole in 2

degrees steps

9 Recent vehicle location

n-1

Change in latitude and longitude compared to the last MSD

transmission

10 Recent vehicle location

n-2

Change in latitude and longitude compared to the last but

one MSD transmission

ERA-GLONASS: システムとコンセプト
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11 No. of passengers Minimum known number of fastened seatbelts; omitted if no

information is available

12 Optional additional data Optional information for the emergency rescue service (103

bytes, ASN.1 encoded); may also point to an address, where

this information is located

帯域内モデム：主要 MSD 転送

MSD は 140 バイト、28 CRC ビットから構成され、長さは合計で 1148 ビットになりま

す。前方誤り訂正のための符号化の後、MSD の長さは 1380 ビットになります。MSD は接

頭辞同期フレームと 3のデータの部分から構成されます。個々の部品の間に、信号がミ

ュートされます(図 2-2)。

図 2-2: MSD は同期フレームと 3の MSD 部（アップリンクデータ部）で構成されています。MSD 間には、信号
がミュートされます。オーディオファイル（WAV 形式）からの抜粋例を、図の下部に示しま
す。

MSD データは、変調されたバイポーラパルス位置（BPPM）です。基本パルス（p UL（n））

は、正または負のいずれかの方向（図 2-3）のいずれかでオフセットされています。

合計では、3ビットのシンボルにパックされ、そして 8つの異なるシンボルが利用可能

です。高速かつ堅牢な 2つのモードがあります。堅牢モードにおいて、シンボルは高速

モードに比べて倍の間隔で送信されます。これは、チャネル状態が悪い状況において、

簡単に受信機がシンボルを認識できるようになります。

表 2-3 に、個々のシンボルのパラメータを示します。図 2-4 図 2-4 に、時間経過によ

る変調の例を示します。

ERA-GLONASS: システムとコンセプト
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図 2-3: 基本 BPPM パルス(pUL (n))(例として、"fast mode"使用時を示します。)

表 2-3: [2]に沿ったシンボル変調マッピング(wUL(n) = q (p(n) -> k)

Symbol Uplink waveform

(fast mode: n = 0,1,...,15)

Uplink waveform

(robust mode: n = 0,1,...,31))

d b sign q cyclic shift k sign q cyclic shift k

0 000 1 0 1 0

1 001 1 4 1 8

2 010 1 8 1 16

3 011 1 12 1 24

4 100 –1 12 –1 24

5 101 –1 8 –1 16

6 110 –1 4 –1 8

7 111 –1 0 –1 0

ERA-GLONASS: システムとコンセプト
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図 2-4: 1 フレーム内でのパルスの概要。上部の図は"Robust mode"、下部の図は"fast mode"を示していま
す。[2]

二次チャネル：SMS

バックアップの方法として、ERA-GLONASS では SMS が MSD に送信されます。MSD の受信

確率を向上させるための二次的な方法です。音声接続が正常に確立されていますが、正

しい MSD 受信がされていない場合、PSAP により SMS の送信が求められます。音声チャ

ネルが正常に確立されていない場合、IVS においても同様に SMS の送信が求められま

す。

追加データチャネル

基本サービス•データ•チャネルは、追加のロケーションベースのサービスのために使用

することができます（表 2-1 を参照）。ここで既に（E）GPRS のような GSM または HSPA

（+）のような WCDMA が提供するパケットデータチャンネルが使用されている可能性があ

ります。

2.2 シーケンス

時間経過による通信状態を説明した一般的なシナリオです。

 

シーケンス
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図 2-5: 一般的な ERA-GLONASS シーケンス。MSD の送信は反復プロセスです。PSAP が MSD を理解していない
場合、NACK を送信し、IVS が異なる冗長バージョンで改めて MSD を送信します（RV0....7）。
MSD を正常に受信した場合は、PSAP は、ACK を送信します。

図 2-6: オーディオ・ファイル内での通話シーケンス(上部：IVS、下部: PSAP)

1. 緊急事態が生じた際に、IVS は自動的に GSM 網または WCDMA 網を経由して PSAP との

接続(緊急通話)が確立されます。連続的に(最大 5時間)START メッセージが送られ

続けます。

2. PSAP が通話を受信し START 信号を認識すると直ぐに、IVS に SEND-MSD コマンドが

送信されます。

シーケンス
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3. 一度 IVS が SEND-MSD コマンドのデコードに成功すると、冗長バージョン RV0

("MSD")を持つ実際の MSD に続き 1つの SYNC フレームが送信されます。

4. ( 図 2-6 を参照): 例として、PSAP が MSD RV0 を理解せず、NACK ("MSD")を返しま

す。

5. (図 2-6 を参照)：IVS は NACK を認識し、RV1 を持つ MSD を PSAP("MSD")に再度送信

します。

6. PSAP が MSD RV1 (CRC check)のデコードに成功し、フィードバックとして LL-ACK

を送信します。IVS は MSD の送信を停止します。

7. PSAP は eCall の完了と MSD が理解されたというデータを示す AL-ACK を送信しま

す。その後、音声接続に切り替わります。PSAP オペレーターは乗員 (例：家族)と

通話することができます。最後に GSM または WCDMA の接続を終了します("Release

Call")。

2.3 規格

ERA-GLONASS は、"Technical Regulating and Metrology"（GOST）を統括するロシア連

邦庁により、複数の規格番号が定義されています（このリストは完全ではないことに注

意してください。）。

一般仕様

● GOST R 54619-2011:車載緊急通話システムから緊急対応システム基盤へ送信され

るデータ・プロトコル。

● GOST R 54620-2011:グローバル・ナビゲーション衛星システム、交通事故緊急対応

システム、車載緊急通報システムに関する一般的な技術要件。

● GOST R 54721-2011:グローバル・ナビゲーション衛星システム、交通事故緊急対応

システムに関する基本サービスの説明。

● GOST R 55524-2013 グローバル・ナビゲーション衛星システム、交通事故緊急対応

システムに関する用語と定義。

コンプライアンス・テスト

● GOST R 55530-2013: グローバル・ナビゲーション衛星システム、交通事故緊急対

応システム。機能的な車載緊急通報システムの試験方法及びデータ転送プロトコ

ル(機能性試験方法とデータ送信プロトコルを含む)。

● GOST R 55531-2013：グローバル・ナビゲーション衛星システム、交通事故緊急対

応システム。車両内のスピーカー品質の要件に関する車載緊急通報システムの適

合性試験方法。

● GOST R 55533-2013：グローバル・ナビゲーション衛星システム、交通事故緊急対

応システム。車載緊急通報システムの無線通信モジュールのための試験方法。

● GOST R 55534-2013 グローバル・ナビゲーション衛星システム、交通事故緊急対応

システム。車載緊急通報システムのナビゲーションモジュール試験方法。

ERA-GLONASS は eCall と同様のシステムです。図 2-7 に eCall で定められている規格

を示します。

 

規格
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図 2-7: 最も重要な規格の概要

ローデ•シュワルツのソリューションは、ここに提示された規格の要件を全て満たして

います。さらに、エンド・ツー・エンドの適合性試験においては、次の章で説明する、

GOST R の 55530 - 2013 に準拠していることを保証します[1]。

規格
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3 IVS コンフォーマンス・テスト

3.1 ラボでテストを実施する理由

ERA-GLONASS デバイスのテストは様々な段階で必要になります。：

● モジュール (ボード)
– 開発/設計検証

– 生産

– 保守

● デバイス (IVS)
– 開発/設計検証

– 相互接続性

– コンフォーマンス・テスト

– 受入試験

– 生産

– 修理/保守

● システム (車両)
– 放射性能

– 車体仕様

– 相互接続性

– 脱感作

– アウトドア/インドア

本書に示すソリューションは、モジュールおよびデバイス試験について記載していま

す。チャネルやレベルのような GSM または WCDMA ネットワークの設定を直接変更する

ことが可能です。再現性のある測定を実施することができます。シールドされた環境

での緊急電話番号 112 を使用した、実際の緊急通報をシミュレートすることも可能で

す。ネットワークオペレータが策定するような制御ができない設定項目の効果を避け

ることができます。

3.2 試験セットアップ

本書に記載する試験ソリューションは、GOST R 55530-2013 [1]に準拠する ERA-

GLONASS のコンフォーマンス試験について記載します。図 3-1 に試験セットアップを

示します。

 

 

 

ラボでテストを実施する理由
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図 3-1: IVS コンフォーマンス試験のセットアップ

CMW は携帯電話ネットワークをシミュレートし、GSM (2G)または WCDMA (3G)セルを再現

します。IVS への RF 接続を介して、GSM または WCDMA シグナリング(例：通話セットア

ップ)ならびに音声接続が行なわれます。SMBV は、IVS の位置測定に使用される

GLONASS または GPS をシミュレートした GNSS 信号を提供します。PSAP をシミュレート

する外部 PC に CMW-KA095 (要 CMW-KA094)ソフトウェアをインストールし、CMW 上で

ERA-GLONASSS に必要なパラメータをセットします。CMW および SMBV は完全にリモート

制御することができます。CMW および SMBV の操作知識は必要ありません。GSM または

WCDMA 接続を介して転送されたオーディオ信号は、外部のサウンドカードから（へ）デ

ジタル/ SPDIF インターフェースを介してルーティングされます。ERA-GLONASS プロト

コルと MSD の送信はまた、CMW と IVS の間の音声接続を介して処理されます。エンドツ

ーエンドの適合性試験は、外部 PC とテスト中の IVS にインストールされている PSAP シ

ミュレータとの間で実行されます。

 

3.2.1 ワイドバンド無線機テスタ CMW 

試験セットアップ
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CMW は、移動無線および無線接続のような各種無線通信アプリケーションのためのオー

ル・イン・ワン試験ソリューションです。CMW は下記の無線規格に対応しています。

● 2G
– GSM, EGPRS, EGPRS2, EGDE Evolution, VAMOS

● 3G
– W-CDMA with HSDPA, HSUPA, HSPA+

– TD-SCDMA

– CDMA2000, 1xEV-DO Rev A/B

● 4G
– LTE (FDD/TDD), LTE-A (MIMO を含む)

● 無線接続
– Bluetooth

– WLAN

– WiMAX

CWM は RF 試験やプロトコル試験を含む、物理層からエンド・ツー・エンドに至る、す

べての OSI 層を試験することができます。

追加のパケットデータチャネルは、ERA-GLONASS ソフトウェア KA095 を使用することな

く CMW 単体で試験することができます。

3.2.2 ベクトル・シグナル・ジェネレーター SMBV

SMBV は様々な無線通信規格だけでなく、他の無線規格に対応しています。ERA-GLONASS

のための GNSS 信号を生成することができます。

GNSS 特性の概要：

● GPS, Glonass, Galileo, BeiDou, QZSS に対応

● 最大 24 個の衛星をシミュレーションが可能

● シミュレーション時間に制限無く自動衛星ハンドオーバーに対応

● 衛星の現在位置と（アクティブまたは非アクティブ）状態が、スカイ・ビュー部に

表示されます。

 

試験セットアップ
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● 高密度の都市などで観測したマルチ・パス・シナリオ(LOS + エコー)

● 移動シナリオは、移動中の車で観測されるようなユーザー定義の軌道に沿った受信

機の動きを模擬します。（ウェイポイント形式は、KML、NMEA ファイルなどに対応）

● マップ表示部は、受信機の軌跡を観測することができ、受信機の現在位置を示しま

す。

図 3-2: SMBV 上での衛星構成の一例

図 3-3: 地平線上の衛星の分布を示したスカイ・ビュー表示

GNSS に必要なオプション

SMBV に必要なオプション (eCall/ERA-GLONASS)：

試験セットアップ
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表 3-1: GNSS シナリオ

Scenario Option SMBV Configuration Satellites

GPS - City K44 static, selectable city fixed satellite

constellation

GLONASS - City K94 static, selectable city fixed satellite

constellation

GPS - Atlanta K65 static, Atlanta location fixed satellite

constellation

GPS - Melbourne K65 static, Melbourne location fixed satellite

constellation

GPS - Melbourne moving K65 moving, Melbourne location fixed satellite

constellation

GPS - Atlanta Individual Power K65 static, Atlanta location variable satellite

constellation

GPS - Melbourne Individual Power K65 static, Melbourne location variable satellite

constellation

GPS - Melbournemoving, Individual

Power

K65 moving, Melbourne location variable satellite

constellation

3.2.3 KA095 PSAP シュミレーション・ソフトウェア (ERA-GLONASS 試験ソフト
ウェア)

CMW-KA095 ソフトウェアは外部 PC 上で動作し、PSAP シミュレーションとして機能しま

す。また、LAN 等を使用することで CMW と SMBV を外部制御することができます。ソフ

トウェアは、エンド・ツー・エンドのコンフォーマンス試験を実行します。 MSD はデ

コードされ、測定結果を表示します。

● GSM または WCDMA を用いた ERA-GLONASS のための PSAP シミュレーション

● MSD 送信時間

● 通話が確立するまでの時間

● PSAP からの最初のトリガーがかかるまでの時間

 

試験セットアップ



IVS コンフォーマンス・テスト

19Application Note ERA_GLONASS ─ 1MA251_0j

● すべての冗長バージョンおよびアップリンク・データ部分について CEN EN

15722:2011 と GOST R 54620-2011 A1 に沿って MSD をデコード

● IVS からデコードされていない信号のオプショナル記録

● PUSH と SYNC の詳細な表示
– タイミング

– カウント

● GOST R 54619-2011 に基づく 200 以上の SMS コマンドを有する SMS プロトコル

● オプショナル：固定位置での GPS / GLONASS シミュレーション/ 移動する GPS シナ

リオ

3.3 ERA-GLONASS 測定：基本オペレーション

ERA-GLONASS の一般的な設定については、次の章に記載します。試験システムの準備お

よび IVS からシミュレートする PSAP へ MSD を転送する ERA-GLONASS についての手順を

示します。

図 3-1 に使用する試験セットアップを示します。

IVS は RF ケーブルを介し GSM または WCDMA のセルをシミュレートする CMW に接続しま

す。この接続を介し、IVS は、GSM の緊急呼を確立し、CMW に MSD を転送します。GNSS

信号は RF ケーブルを介し、IVS へ送られます。

GSM または WCDMA 接続を介し転送された音声信号は、外部サウンドカードへ、あるい

は、からデジタル SPDIF インターフェースを介してルーティングされます。

ERA-GLONASS のアプリケーションのベースと GUI は、PC にインストールされています。

アプリケーションは PSAP をシミュレートし、LAN 経由で CWM の制御をします。そして、

USB 接続を介してサウンドカードにアクセスします。

3.3.1 試験セットアップの準備

以下のステップは試験のセットアップ、ERA-GLONASS アプリケーションの実行方法につ

いて記載します。

1. 試験セットアップの準備：

a) PC を LAN に接続します。

b) CMW の背面にある"LAN REMOTE"コネクターに LAN を接続します。

c) SMBV の背面にある"LAN"コネクターに LAN を接続します。

d) IVS の GSM RF コネクターを CMW の前面にある"RF 1 COM"に接続します。

e) IVS の GPS RF コネクターを SMBV の前面にある"RF"に接続します。
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f) サウンドカードの背面パネルを CMW の背面パネルに接続します。

ケーブルはサウンドカード（CWM-Z94）に同梱されています。

g) USB ケーブルを使用し、サウンドカードを PC に接続します。

2. PC の準備をします。必要な手順は、CMW-KA095 ユーザーマニュアル "Preparing

the Test System for Use" に詳述されています。

以下のリストは、概要を説明します：

● ERA-GRONASS アプリケーション用ソフトウェアをインストールします。

● NET Framework 4.0 をインストールします。

● NET Framework4.0 の開発をサポートする VISA ライブラリをインストールしま

す。

● サウンドカードのドライバをインストールし、サウンドカードを設定します。

● PC のサウンド・デバイス・セッティングの設定をします。

● ライセンスを有するスマートカードを取り付けることによって、例えば、ライ

センス CMW-KA095（CMW-KA094）を使用できるようにします。

3.3.2 ERA-GLONASS 試験ソフトウェア (KA095)の起動と設定

次の手順では、eCall のテストソフトウェアの起動、試験セットアップの設定の方法を

記載します。

手順は、デフォルト設定から、必要な手順まで説明します。すでに設定を変更した場合

は、アプリケーションを起動する前に、次の構成ファイルの名前を変更または削除する

ことでデフォルト値に設定をリセットします

(%APPDATA%\Rohde-Schwarz\CMW-KA09x_GUI\<version>\user.config)。
eCall 試験ソフトウェアは 2つの部分から構成されます：

1. ERA-GLONASS テストソフトウェアのベースを起動します：

"Windows Start" menu > "All Programs" > "R&S CMW-KA09x" > "KA09x

Application Base"

コンソールウィンドウが開きます。成功している場合のスタートは"Startup

done!"と示されます。
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2. ERA-GLONASS 試験ソフトウェア GUI を起動します：

"Windows Start" menu > "All Programs" > "R&S CMW-KA09x" > "KA09x Appl

Software GUI"

The "CMW-KA09x GUI"ウィンドウが開きます。

3. GUI をベースに接続します：

"Base" menu > "Connect"

正常に接続すると以下のような GUI が表示されます。

ERA-GLONASS 測定：基本オペレーション
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ステータスバーは、基本状態として"Idle"を示します

4. RAN シミュレータを CMW にします：

"Device Setup" menu > "RAN Simulator" > "CMW"

5. GNSS シミュレータを SMBV にします：

"Device Setup" menu > "GNSS Simulator" > "SMBV"

6. CMW の設定を表示します：

"Device Setup" menu > "RAN Simulator" > "Edit configuration"

7. VISA アドレス・ストリングまたは CMW の TCP IP アドレスを入力します。

ERA-GLONASS 測定：基本オペレーション
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8. CMW に必要な他の項目の設定を構成します：

a) GSM 信号に使用する RF コネクターを選択します。

b) RF ケーブルの減衰量に応じて、入力と出力の減衰量を設定します。

9. SMBV の設定を表示させます：

"Device Setup" menu > "GNSS Simulator" > "Edit configuration"

10. VISA アドレス・ストリングまたは SMBV の TCP IP アドレスを入力します。

11.左側にある無線アクセスネットワーク内のベースステーション上で右クリックし

ます。ネットワーク GSM または WCDMA の選択をし、"Edit Cell Settings"をクリッ

クします。

ERA-GLONASS 測定：基本オペレーション
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セルの設定（GSM または WCDMA）が右側に表示されます。

12.セルの設定が IVS に互換性があることを確認します。

必要に応じて、例えば、帯域、チャネル番号および電力レベルの設定を変更しま

す。

初期設定後に設定を変更した場合、変更を適用するために下部にある"Update

Configuration"をクリックします。

13.左側の無線アクセスネットワーク内にある PSAP エリアを右クリックします。ここ

で PSAP シミュレータ "ERA-GLONASS" を選択します。

ERA-GLONASS 測定：基本オペレーション
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14. GLONASS を使用するには、左側の SMx エリアを右クリックします。ここで、"GLONASS

– City Scenario"を選択します。

3.3.3 ERA-GLONASS 通話の実行

この項の手順では、GSM 緊急通話の設定、IVS から eCall アプリケーションへの MSD の

送信および MSD の解析について記載します。

次の図は、ERA-GLONASS アプリケーションの状態を示しています。初期状態は、"Idle"

状態になっています。 そして、"Measurement Running"状態を経由し、"Datachannel

Established"状態になります。
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1. 右側の、"Control"ビューを選択します。

2. "Initial Config"をクリックします。

アプリケーションは、設定を有効にし、CMW と SMBV の設定を行ないます。起動後に

初めてこのアクションを実行する場合、時間がかかることがあります。

初期設定が終わると、"Control"ビュー内の状態が"Idle"から"Configured"に変わ

ります。

3. "Simulation On"をクリックします。

ERA-GLONASS 測定：基本オペレーション
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PSAP、GNSS および GSM シミュレーションが開始します。GSM セル信号が起動しま

す。（時間がかかる場合があります。）

問題なくシミュレーションが開始されると"Control"ビュー内の状態が

"Configured"から"Simulation Running"に変わります。

GSM エリアには、アクティブなアンテナが表示されます。

4. IVS を起動するとレジストされます。

"Notification History"ビュー内では、問題なくレジストされたかを表示します。

IVS エリアと GSM エリアのラベルには、IVS がレジスト(同期)されたことを示しま

す。

5. IVS 上で ERA-GLONASS 通話が開始されます。

"Overview"タブと"Control"ビュー内で通話の進捗を確認できます。次の表には、

ERA-GLONASS コールの状態が示されています。

IVS State GSM State PSAP State Control State Explanation

Synchronized Synchronized PSAP initialized1) Simulation

Running

IVS registered and synchronized

Connecting Connecting Call setup in progress

Call

Established

Call

Established

Ready for ERA-GLONASS

call

Data Channel

Established

Data channel between IVS and PSAP

established, no MSD transmission

Sending Start Measurement

Running

PSAP requests MSD from IVS

Receiving 1st MSD

part

PSAP receives first MSD part

Sending NACK MSD part received

Sending LL-ACK MSD reassembled and sent to higher layers

Sending HL-ACK MSD decoded at application layer

Ready for ERA-GLONASS

call

Data Channel

Established

Call still established, no MSD transmission

Sine tone transmission to the IVS

1) For the first ERA-GLONASS call, no state is indicated  

ERA-GLONASS 測定：基本オペレーション
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6. 左上部の、"Results Overview"を選択します。

7. "Decoded MSD message"の行をダブルクリックします。

"Detailed Results"ビューが自動的に右側に表示されます。MSD メッセージの内容

が一覧表示されます。ここに、ERA-GLONASS の追加データが示されています。

8. ERA-GLONASS 試験ソフトウェアには、各通話のための 2つの wavファイル、IVS か

らのアップリンク信号および PSAP からのダウンリンク信号が保存されています。

ERA-GLONASS 測定：基本オペレーション
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ファイルは、例とし

て%PROGRAMFILES(X86)%\Rohde-Schwarz\CMW-KA09x\Complementaryに

ある、eCall ベース・アプリケーションのインストール・ディレクトリに保存され

ています。

ファイルの内容を確認するために、外部オーディオ・エディタでファイルを開きま

す。

以下の例は、上部に IVS、下部に PSAP を示しています。より詳細な説明について

は、「帯域内モデム：主要 MSD 転送」 (8 ページ)を参照してください。

3.3.4 ERA-GLONASS が有する SMS コマンド

ERA-GLONASS は、SMS を介して PSAP と IVS 間で通信することが可能です。例えば、コン

フィギュレーション（チェンジ/クエリ・パラメータ）または SMS を経由した MSD 転送

を可能にします。

左側の"Radio Access Network"上で PSAP エリアを右クリックします。ここで、"ERA-

GLONASS の SMS コマンド"を選択します。

設定は、右下のタブにあります"ERA-GLONASS SMS commands"に表示されます。

SMS を介した MSD

SMS 経由で MSD を送信する IVS を制御するために、PSAP は"ACT"設定を"Command"にする

必要があります。
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図 3-4: コマンドコード一覧

コマンドコード（CCD）"EGTS_ECALL_MSD_REQ"は IVS に MSD 送信を指示します。トラン

スポートチャネルは、使用する IVS に依存します (例えば"SMS"の設定)。

ERA-GLONASS 測定：基本オペレーション
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図 3-5: SMS コマンドの設定は、SMS 経由で MSD を送信するために IVS を促す。トランスポートチャネルは
IVS と異なり、IVS に依存します。

SMS が送信される前に、IVS をレジスト（"synchronized"）する必要がありますのでご

注意ください。

IVS はその後、MSD で SMS を送信することで応えるものとします。図 3-6 は、メッセー

ジトレースの項目を示しており、図 3-7 は MSD でデコードされた SM を示しています。

図 3-6: メッセージトレース内の MSD で受信する SMS

ERA-GLONASS 測定：基本オペレーション
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図 3-7: MSD でデコードされた SMS

SMS 経由におけるパラメータのアクション

ERA は、SMS 経由でパラメータを処理するために異なるアクションを定義し、PSAP は

"ACT"でパラメータのアクションを設定する必要があります。例として PSAP は'1'に

IVS の UNIT_ID を設定します。

ERA-GLONASS 測定：基本オペレーション
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図 3-8: コマンドコードによるパラメータの設定

コマンドコード（CCD）"EGTS_UNIT_ID"はユニット ID （この場合は ’1’）を設定する

よう IVS に指示します。

ERA-GLONASS 測定：基本オペレーション
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図 3-9: SMS コマンドの設定は、ID パラメータを設定します。

IVS は、SMS が送信される前に、IVS をレジスト（"synchronized"）する必要がありま

すのでご注意ください。

3.3.5 トラブルシューティング

以下のトラブルシューティングは、前述した章の手順に関連しています。

GUI とベースの接続に問題があります。

接続が失敗した場合は、エラーメッセージをコンソールウィンドウで確認してくださ

い。典型的なエラー：

● "No license found"CMW-KA095 ライセンスを有するスマートカードが PC に接続さ

れていることを確認してください。スマートカードの内容は、"Windows"の[スター
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ト]メニューにある"R&S License Key Manager"から確認することができます。接

続を試みる前に、ライセンスキーマネージャを閉じてください。

● "Client register with <URL> failed":"Base"メニュー内の URL が正しいことを

確認してください。デフォルトの設定は、ベースと GUI が同じ PC にインストール

され、ポート 8085 が空いている状態になっております。

初期設定エラー

"Idle"状態から"Configured"状態への移行が失敗した場合は、"Notification History"

ビューを確認してください。典型的なエラー：

● "Base rejected CMW... viOpen failed...": CWM へのリモート制御接続エラー
– LAN 経由で CWM と接続されていることを確認してください。例えば、CMW に PC

から ping 要求を送信し確認します。

– VISA アドレスを確認してください。

● "GSM bcch number invalid for band..."または類似した表示の場合：GSM セルの設

定を確認してください。

レジストリ・エラー

GSM または WCDMA セルへの IVS のレジストリが失敗した場合は、以下の点を確認してく

ださい。

● IVS が有効になっていますか？

● IVS と CMW 間の RF ケーブに問題はありませんか？

● CMW で設定した、正しい RF コネクターを使用していますか？

CMW の設定については、ページ上に表示されます。

● GSM または WCDMA セルの設定は、IVS に互換性がありますか？セルの設定について

は、ページ上に表示されます。

MSD の送信エラー

PSAP に MSD の送信が失敗した場合は、トラブルシューティングに関する次のヒントを

考慮してください。

● オーバービュー内で IVS と GSM の状態を確認します。状態は"Call

Established"になっていますか？それとも"Call setup"エラーになっています

か？

● 通話が確立されると、オーバービュー内の PSAP の状態を確認してください。どの

状態まで達成しますか？ MSD を受信しているが、復号することができない状態です

か？または、MSD を受信していない状態ですか？

● MSD を受信しているが、復号化できない場合は、MSD データの中身を確認してくだ

さい。"Results Overview"内にある"Raw MSD"をダブルクリックしてください。

● 詳しいヒントにつきましては、"Message Trace"ビューをチェックしてください。

やり取りを行なった eCall プロトコル・メッセージが表示されます。

または"Log"ビューをチェックしてください。 表示されていない場合は、"View"

menu > "Show" > "Log"の手順でアクティブにしてください。

ERA-GLONASS 測定：基本オペレーション
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3.4 仕様に準拠した測定

IVS のためのコンフォーマンス・テストは GOST R 55530 - 2013 [1]、第 6章 "Methods

used in tests of conformity to functional requirements"に指定されています。こ

れらのテストは、表 3-2 に記載されています。

表 3-2: コンフォーマンス・テスト

Number Name PSAP Settings Check / Pass Condition

6.1 Checking MSD transfer in automatic mode  

6.1.1 Checking MSD transfer using in-band modem Default Check MSD contents:

"Automatic activation =

True", "Test call = False"

6.1.2 Checking MSD transfer SMS Use ERA-GLONASS SMS

command: "Action= command",

"Command code =

EGTS_ECALL_MSD_REQ",

"Transport channel = SMS"

Check MSD contents:

"Automatic activation =

True", "Test call = False"

6.2 Checking MSD transfer in manual mode  

6.2.1 Checking MSD transfer using in-band modem Default Check MSD contents:

"Automatic activation =

False", "Test call = False"

6.2.2 Checking MSD transfer SMS Use ERA-GLONASS SMS

command: "Action= command",

"Command code =

EGTS_ECALL_MSD_REQ",

"Transport channel = SMS"

Check MSD contents:

"Automatic activation =

False", "Test call = False"

6.3 Checking that transferred MSD contains last

known vehicle location as for detection time

of RTA event

Default Check MSD contents: "last

known vehicle loacation

determined by GNSS

(parameter

vehicle_location)"

6.4 Checking that transferred MSD contains

expected last known vehicle location as for

detection time of RTA event

Default Check MSD contents: no

information on the last

known vehicle location but

"expected last known

vehicle loacation(parameter

Recent_vehicle_location_n-1

)

6.5 Checking that transferred MSD contains valid

vehicle location data

Default Check MSD contents:

"information on geographic

loacation of the vehicle

(coordinates determined by

GNSS)"

6.6 Checking that transferred MSD contains

vehicle movement direction data

Default Check MSD contents:

"information on geographic

loacation of the vehicle

(coordinates determined by

GNSS), information on

movement direction of the

vehicle (parameter

VehicleDirection)"

 

仕様に準拠した測定



IVS コンフォーマンス・テスト

37Application Note ERA_GLONASS ─ 1MA251_0j

Number Name PSAP Settings Check / Pass Condition

6.7 Checking that loud voice communication is

possible during emergency calls

Default check duplex voice

communication during call

6.8 Checking IVS status indicators (for IVS in

auxiliary equipment configuration)

not available / out of scope

6.9 Checking IVS operation in Test mode Default Check MSD contents:

"ECALL_TEST_NUMBER*

6.10 Checking IVS operation in "Service Station"

mode (for IVS in auxiliary equipment

configuration)

Default Check MSD contents

6.11 Checking IVS operation in "Software

Downloading" mode (for IVS in auxiliary

equipment configuration

not available / out of scope

6.12 Checking UIM (for IVS in auxiliary equipment

configuration)

not available / out of scope

6.13 Checking internal memory of IVS not available / out of scope

6.14 Checking operation of IVS backup battery and

power supply

not available / out of scope

6.15 Checking IVS registration in network Default Cell Status: Registered

("synchronized")

6.16 Checking electric power supply and power

consumption requirements (for IVS in

auxiliary equipment configuration)

not available / Out of Scope

表 3-3: コンフォーマンス・テスト

Number Name PSAP Settings Check / Pass Condition

6.17 Checking transfer of SMS command for setting

SMS transmission number when SMS is used as a

redundant data channel

Use ERA-GLONASS SMS command:

"Action= Parameter set",

"Command code =

EGTS_UNIT_ID",set wanted ID

(1) and specify SMS number

check new SMS number via

diagnostic software

6.18 Checking transfer of SMS command for setting

emergency call number used in tests

Use ERA-GLONASS SMS command:

"Action= Parameter set",

"Command code =

EGTS_UNIT_ID",set wanted ID

(1) and specify test call

number

check new test call number

via diagnostic software

6.19 Checking transfer of MSD in manual activation

mode using in-band modem

default Check MSD contents:

"Automatic activation =

False"

6.20 Checking transfer of MSD in manual activation

mode using SMS

default, choose SMS in

diagnostic SW

Check SMS MSD contents:

"Automatic activation =

False"

6.21 Checking transfer of SMS command for

initiation of test emergency call

Use ERA-GLONASS SMS command:

"Action= command", "Command

code = EGTS_ECALL_MSD_REQ",

"Transport channel = VOICE"

Check MSD contents:

"Automatic activation =

False", "Test call = True"

仕様に準拠した測定
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Number Name PSAP Settings Check / Pass Condition

6.22 Checking transfer of MSD with test call

attribute using in-band modem

default Check MSD contents:

"Automatic activation =

False", "Test call = True"

6.23 Checking transfer of MSD with test call

attribute using SMS

Use ERA-GLONASS SMS command:

"Action= command", "Command

code = EGTS_ECALL_MSD_REQ",

"Transport channel = SMS"

Check SMS MSD contents:

"Automatic activation =

False", "Test call = True"

6.24 Checking transfer of SMS command for repeated

MSD transfer in regard to RTA event recorded

earlier

Use ERA-GLONASS SMS command

2 times: "Action= command",

"Command code =

EGTS_ECALL_MSD_REQ",

"Transport channel = SMS"

receive 2 MSD's: Check MSD

contents are teh same

except: location and time

6.25 Checking packet transmission of firmware data

specific to a given IVS type (for IVS in

auxiliary equipment configuration)'

not available / Out of Scope

6.26 Checking that emergency call button is

protected from accidental pressing

not available / Out of Scope

6.27 Checking that backlighting of emergency call

button is available

not available / Out of Scope

3.5 自動テスト：リモートコントロール

CMW-KA09x ソフトウェアは、主要部分、および手動制御（KA09x GUI アプリケーション

ソフトウェア）用の GUI である KA09x ベースのアプリケーション•ソフトウェアが付属

しています。 GUI は、SOAP を介してベースを制御します。自動テストを実行するには、

開発したプログラムにより SOAP を介したベースの制御または、ローデ•シュワルツが提

供する CMWrun によって実行することができます。
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図 3-10: SOAP を介してベースを制御する 3つの方法があります。手動制御のための GUI が KA09x 一部とし
てインストールされている BASE が提供されています。自動計測に関しては、CMWrun を使用す
るか、独自のプログラムを使用することで可能になります。

3.5.1 CMWrun(オプション：KT-110)

CMWrun は CMW がサポートする各種規格を、リモートで制御するためのテストシーケン

スを構成する自動化ソフトウェアです。ソフトウェアエンジンは、テスト DLL（プラグ

インのアセンブリ）の実行に基づいています。このアーキテクチャは、特定のリモート

プログラミングの知識がなくてもテストシーケンスを簡単に設定することが可能です。

また、各種規格の CMWrun パッケージオプションを使用することで、テスト項目のパラ

メータを制限なく設定でき、柔軟にシーケンスを組むことができます。テスト終了時

に、テスト結果を確認することができます。また、CSV、TXT、XML や PDF で試験報告書

を出力することもできます。

リモート制御のための CMWrun のオプションである KT110 は、CEN/TS 16454:2012 およ

び GOST 55530 準拠したコンフォーマンス・テストに必要な ERA-GLONASS の設定を簡単

に行なうことができます。また、各種 IVS タイプの取り扱いが可能で、pass/fail テス
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トプロトコルを容易に確認することが可能です。さらに、KT110 ソフトウェアは AT コ

マンドを用いることでテスト・デバイスの自動化を行なうこともできます。

図 3-11: CMWrun のメインビュー (オプション：KT-110 は eCall 及び ERA-GLONASS 両方に対応)

3.5.2 SOAP を介したベースのリモートコントロール

自動テストシステムの ERA-GLONASS ソリューションを使用するには、リモート KA09x ベ

ースのアプリケーション・ソフトウェアをコントロールする必要があります。 SOAP

は、情報やメッセージを交換するためのオープンな W3C 標準プロトコルです。リモート

コントロール用の基本ソフトウェアは、API を提供します。下記リンクを参照くださ

い。%APPDATA%\Rohde-Schwarz\CMW-KA09x\DOC\CMW-KA09x_API_en.chmコ

ンフィギュレーション・データ（例：GSM チャネル番号）を送信し、データ（例：送信

された MSD）を受信することができます。

デフォルトの uri をもつ”KA09x_Base.exe” は既に実行されている必要がありますの

でご注意ください。また、マニュアル、第 3章を参照してください[3]

KA09x ソフトウェアをインストールしていただくことで、C＃（.NET）で記述された例

が下記リンク先にプロジェクトとして保存されます。
%APPDATA%\Rohde-Schwarz\CMW-KA09x\Complementary\KA09x_Example1
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図 3-12: サンプルプロジェクト内のファイル

プロジェクトは、以下のファイルで構成されています：

● Program：メインプログラム・ファイルです。ベースに接続し、eCall または ERA、

Basic または Advanced のいずれかを呼び出します。

● Common：CMW または SMBV のための VISA アドレスの基本的な設定を提供します。

● BaseCom/RemoteInterface：ベースに、SOAP 経由で基本的な通信（接続およびメッ

セージ）を処理します。

● BaseCom/Filter：ベースからクライアントへの着信イベントを処理します。たとえ

ば、ベースのステートマシンの変化を待つことができます。

● special examples:
– ERASequenceBasic：基本的な ERA-GLONASS 通話（詳細は下記参照）

– ERASequenceSMS：ERA-GLONASS の SMS の例（詳細は下記参照）

– ECallSequenceBasic:ベーシック eCall

– ECallSequenceAdvanced：アドバンスト eCall

リモートインタフェース

クラスは、ベースとの通信のためのクライアント•インタフェースを実装しています。

また、.NET が提供する SOAP を使用しています。ベースから着信イベント/メッセージ

の制御、接続/切断の実行そしてベースに'keep alive'が送信されます。詳細は 4.2.1,

「RemoteInterface」 (50 ページ)を参照ください。

フィルター

クラスは、ベースとの通信のためのクライアント•インターフェースを実装しています。

また、.NET が提供する SOAP 実装し使用しています。ベースから着信イベント/メッセ

ージの制御、接続/切断の実行そしてベースに'keep alive'が送信されます。詳細は

図 3-13 を参照ください。 方法につきましては、EraSequenceBasic を参照ください。

自動テスト：リモートコントロール
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図 3-13: ベースの異なる状態。リモートコントロールでは、appstate を照会することができます。すべて
の状態の変化は、制御ソフトウェアで処理できるイベント’NewState’を作成します。

コモン

コモン・クラスは、すべての例に共通し使用される機器の基本的な設定を提供します。

また、VISA アドレスまたは使用されるコネクターのように、使用される RAN または GNSS

の設定とは無関係です。

機器やシミュレーションを行なう際に、特別な ID が定義されています：

CMW の構成例。通話がシーケンスに沿って行われます。

自動テスト：リモートコントロール
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1. 属性 ID、コネクタ、VISA 名を有するベースに'CfgCmw'イベントを送信します。

2. 結果を待ちます。(event = 'CfgResult')

Program

メインプログラムを示します。SOAP を介しベースに接続します。そして、所望するシ

ーケンスを選択します。

最初に、リモート・インターフェースの型の新しいオブジェクト名'r'を、フィルター

タイプの新しいオブジェクト名'f'を作成します。

'r'の'connect'を介しベースに接続します。ベースのデフォルト URL が使用されます。

所望のシーケンスが呼び出されます。（このケースでは、"ERASequenceBasic"が呼び出

されます。）

自動テスト：リモートコントロール
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ERASequenceBasic

シーケンスは ERA の例を実行します：

● ベースのリセット

1.'ResetBase'イベントの送信

2. リセットは 10 秒のタイムアウトで終了するまで待ちます。(event =

'BaseDidReset')

● 基本構成は'InitialConfig'で実行されます。

– セットアップの構成(使用する機器)

1. イベント'CfgSetup'を'common'で定義された属性を持つベースに送ります。

2. 30 秒間結果を待ちます。(event = 'CfgResult')

– どの CMW と SMBV を使用しているか('common'で定義された)

自動テスト：リモートコントロール
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– GNSS シナリオ構成(GLONASS: City Scenario Moscow)

1. イベント'CfgGlonassCity'を'Moscow'で定義された属性を持つベースに送

ります。

2. 結果を待ちます。(event = 'CfgResult')

– GSM セル設定の構成

1. イベント'CfgGSM'を'GsmBand and Channels'で定義された属性を持つベー

スに送ります。

2. 結果を待ちます。(event = 'CfgResult')

– PSAP 設定の構成

1. イベント'CfgEraGlonassPsap'を異なる属性を持つベースに送ります。

2. 結果を待ちます。(event = 'CfgResult')

● （すべての使用される機器のライセンスのチェックと設定を含む）すべての設定を

実行し、すべてが完了するまで待ちます。

自動テスト：リモートコントロール
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1.InitialConfig で構成した後、イベント'DoConfiguration'を送ります。

2分のタイムアウトを持つ状態遷移を待ちます(event = 'NewState')

3. 現在の状態が'CONFIGURED'であるかを確認し、そうでない場合は、 何かが間違

っています。

● シミュレーションの開始

1. イベント'SimulationOn'を ON にすることでシミュレーションを開始します。

2. 状態遷移を待ちます(event = 'NewState', default timeout)

3. 現在の状態が'SIMULATION_STARTED'であるかを確認し、そうでない場合は、 何

かが間違っています。

● ERA-GLONASS コールを待ちます。

1. 送信するために、クライアントからのイベントは、通話を IVS によって初期化

する必要はありません。

2. 状態遷移を待ちます(event = 'NewState', default timeout)

3. 現在の状態が'DATACH_ESTABLISHED'であるかを確認し、そうでない場合は、 何

かが間違っています。

● MSD の受信

MSD の受信は、次の 3つの部分で行われます。:
– MSD の送信の開始を待ちます。

1. 状態遷移を待ちます(event = 'NewState', default timeout)

2. 現在の状態が'MEASUREMENT_RUNNING'（MSD 転送が進行中です）であるかを

確認し、そうでない場合は、 何かが間違っています。

– 全ての MSD が正常に受信されるまで待ちます('waitForSuccessfullMSD')

自動テスト：リモートコントロール
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1. IVS は、8最大倍の異なる冗長バージョンに MSD を送信できます。DO-while

ループを使用し、プログラムによって処理されます。

2. 10 秒間、状態が'RawMsdVoice'になるのを待ちます。

3. PSAP が正常に MSD を受信することができる場合は、'rawMsd.msd'は NULL と

は異なり、メインプログラムに戻ります。そうでない場合は、ループの状態に

なります。

– デコードされた MSD 部出力

1. イベント'DecodedEraGlonassMsdV1'を待ちます。

2. デコードされた MSD を出力します。(V1 期待され、IVS に依存)

● ACKs の待ち

1. PSAP が MSD の復号に成功した後、ACK's を IVS に送信しクライアントからのイ

ベントが、送信しないようにします。

2. 状態遷移を待ちます。(event = 'NewState', timeout 10 seconds)

3. 現在の状態が'DATACH_ESTABLISHED'であるかを確認し、そうでない場合は、 何

かが間違っています。

ERA シーケンス SMS

このシーケンスは、MSD の要求に ERA の SMS の例を実行します。

最初のステップは"ERASequenceBasic"のように同じであることに注意してください：

● ベースの初期化

● 基本的な構成は"InitialConfig"で行われます。

自動テスト：リモートコントロール
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● （すべての使用される機器のライセンスのチェックと設定を含む）すべての設定を

実行し、すべてが完了するまで待ちます。

● シミュレーションの開始

SMS の追加の手順があります。

● ネットワークへの IVS の登録を待ちます。

1. do...while ループでは、セルの状態が照会されます。(イベント

"GsmCellSignalStateCmw"を待ちます。)

2. ステータスが'SYNC'である場合、ループを終了します。

● IVS に PSAP から SMS コマンドを定義します。

- 'EGTS_ECAL_MSD_REQ'とトランスポートチャネル'SMS'を指定してコマンドを送

信します。(「SMS を介した MSD」 (29 ページ)参照)

● SMS の着信を待ちます。

1.　SMS の着信を待ちます。(一定時間イベント"IncomingSms"を待ちます)

2.　タイムアウトが満了した場合、PSAP は再び SMS コマンドを送信する必要があ

り、再び受信する SMS を待ちます。（一定時間イベント'IncomingSms'待ちます）

● SMS の着信を表示します。(実際の SMS)

自動テスト：リモートコントロール
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● SMS のデコード

1. 復号ステータスが'successful'または'with problems'であり、両方とも OK で

す。（('with problems'は OK 意味するが、CRC が正しくありません）

2. SFRD 部分が存在するか確認します。(この部分はオプションです, [5]の表 3を

参照ください。)

3. SDR の一部が存在するかどうかを確認します。いくつかの SDR から構成されま

す。(SDR's はオプションです。[5]の表 3を参照ください。)

4. SDR が存在する場合、1つ以上(必須)の RD's を含みます。

5. RD が存在する場合、最初に MSD を期待するデータの一部を含みます(RD[0])

6. イベント"DecodedEraGlonassMsdV1"を待ちます。

7. デコードされた MSD を出力します。（V1 が期待されているが、IVS に依存しま

す）。データは"msdStructure"に格納されています。一例として位置（経度と緯度）

が示されています。

自動テスト：リモートコントロール
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4 Appendix

4.1 用語集

AL-ACK ACKnowledgment on the Application Layer

BPPM Bipolar Pulse Position Modulation

CRC Cyclic Redundancy Check

DL Downlink

ERA Emergency Road Assistance

GNSS Global Navigation Satellite System

GLONASS Globalnaya navigatsionnaya sputnikovaya

sistema

GPS Global Positioning System

GSM Global System for Mobile Communications

IVS In-Vehicle System

LL-ACK ACKnowledgment on the Link Layer

MSD Minimum Set of Data

PSAP Public Safety Answering Point

RV Redundancy Version

UL Uplink

WCDMA Wideband Code Division Multiple Access

4.2 SOAP クライアントの実装

リモート制御の例は、.NET で提供される SOAP クライアント(ページ 40)、 3.5.2,「SOAP

を介したベースのリモートコントロール」 (40 ページ) に記載されています。クラス

"RemoteInterface"に実装されています。クラスフィルタは、着信イベントを簡素化し

ます。どちらも、この章で詳しく説明します。

4.2.1 RemoteInterface

このクラスは、ベースと通信するためのクライアント·インタフェースを実装していま

す。これは、ベースから着信イベント/メッセージを処理し、接続/切断を行います。

主なメンバーは、Windows 通信基盤（WCF）によって提供される SOAP サーバーに由来し

ます：

 

 

 

 

用語集
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図 4-1: 'host'は DOT.NET 経由で SOAP 実装の主要メンバーです。タイプ'IToBase32'の eventSender は、ベ
ースに送信するイベントを処理します。

図 4-2: SOAP での基本的な通信

1. ベースはアイドル状態にあり、着信イベントを待ちます。

2. まず'thew'のクライアント側は、そのサービス（ 'StartClientService'）を開始

します。

3. クライアントは自分の URL をベースに登録する必要があります。

4. ベースは、'Welcome'と回答します。

5. ベースとクライアント、どちらも特定の間隔で'KeepAlive'を送信する必要があり

ます。それ以外の場合は、基本適に接続を切断します。
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6. 両方とも、イベントを送信することができます。

最初の 4つの基本的な手順（ステップ 2は、...5）は、"RemoteInterface"の機能

"Connect"で処理されます。

図 4-3: 'Connect'の方法

● 最初の着信イベントのキューは、クリアされます（"clearIncomingEventQueue"）。

そのため、クライアントは空のキューで始まります。

● メソッド"openMySoapServer"は、クライアントサービスを開始します。（ステップ

2）

● メソッド"buildToBaseSoapProxy"が、ベースに通信するためのチャネルを開きま

す。

● ベースでの登録は、"registerWithBase"（ステップ 3）を介して行われます。それ

は自動的にベースによって送信された"Welcome"のメッセージを待ちます。（ステッ

プ 4）

● "Welcome"のメッセージ後、クライアントは"KeepAlive"メッセージ（メソッド

"startKeepAlive"）を送信するために開始します。これは別のスレッドで一定の間

隔で自動的に行われます。

ベースによって送信されたイベントは、メソッド"handleIncomingEvent"で処理されま

す。：

SOAP クライアントの実装
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図 4-4: 着信イベントは、単にキューに追加されています.

すべての着信イベントは、ちょうどこのように、シリアル化され、キューに追加されま

す。それらの制御(照会)は、クラス"Filter"で行ないます。

4.2.2 Filter

クラスフィルタは、特定の着信イベントを待つことができます。ベースがクライアント

に送信するイベントは、非同期または予期せずに起こるかもしれません。クラスは、特

定のイベントを待機させるメソッド"WaitFor"を提供します。例として、基本ソフトウ

ェアのステートマシンをトラッキングするさいに、非常に便利です。

メンバー"backlog"は、処理されるのを待っているイベントのリストです：

図 4-5: backlog と呼ばれるイベントのリスト

メソッド"waitFor"は、希望のイベントのための"backlog"を最初にチェックします。リ

ストアップされていない場合は、それが受信されるまで待機します。
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図 4-6: メソッド'waitFor'

より便利な方法を提供するために、一般的な方法は、ラッパーとして提供されます。

図 4-7: 一般的なラッパー"waitFor"

4.3 参考文献

[1] CEN: CEN/TS 16454:2012: Intelligent transport systems - ESafety - ECall

end to end conformance testing, December 2012
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[2] 3GPP: TS26.267 :Technical Specification Group Services and System

Aspects; eCall Data Transfer; In-band modem solution; General description

V12.0.0., December 2012

[3] User Manual: Test Software for eCall, CMW-KA094,Rohde & Schwarz, 2013

[4] GOST R 55530-2013: Road Accident Emergency Response System: Functional

test methods of IVS and data transfer protocols

[5] GOST R 54619-2011: Road Accident Emergency Response System: Protocol of

Data Transmission from In-Vehicle Emergency Call System/Device to Emergency

Response System Infrastructure

4.4 追加情報

このホワイトペーパーに関するご意見やご提案をお送りください

TM-Applications@rohde-schwarz.com

4.5 オーダ情報

CMW500 Radio Communication Tester

Base Unit CMW500  

CMW500 Mainframe 03 CMW-PS503 1208.7154.02

Front Panel with Display H600B CMW-S600B 1201.0102.03

BB Flexible Link H550B CMW-S550B 1202.4801.03

RF Frontend (Basic) H590A CMW-S590A 1202.5108.02

Signaling Unit Universal B200A CMW-B200A 1202.6104.02

GSM Signaling option CMW-B210A 1202.6204.02

Signaling Unit Wideband, B300B CMW-B300B 1202.6304.03

Audio Analyzer/Generator H400B CMW-B400B 1207.8457.02

Speech codec H405A CMW-B405A 1207.8257.02

GSM GPRS EDGE Rel. 6, Basic

signaling

CMW-KS200 1203.0600.02

WCDMA R99, basic signaling CMW-KS400 1203.0751.02

Hardware set for eCall

applications (acc.)

CMW-Z94 1208.6906.02
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CMW500 Software Licensing   

CMWPC Smartcard CMWPC 1201.0002K90

USB Smartcard for CMWPC CMW-S089A 1202.7900.02

eCall test software CMW-KA094 1208.4703.02

ERA-GLONASS test software CMW-KA095 1208.8844.02

CMWrun   

CMWrun eCall CMW-KT110 1208.7431.02

SMBV100A Vector Signal Generator

Base Unit SMBV100A 1407.6004.02

Baseband Generator SMBV-B10 1407.8607.02

Hard Disk (removable) SMBV-B92 1407.9403.02

RF Path SMBV-B103 1407.9603.02

GPS SMBV-K44 1415.8060.02

Assisted GPS SMBV-K65 1415.8560.02

GLONASS SMBV-K94 1415.8677.02

Assisted GLONASS SMBV-K95 1419.2521.02

Galileo SMBV-K66 1415.8590.02

Beidou SMBV-K107 1419.2709.02

QZSS SMBV-K105 1419.2350.02

GNSS Enhanced SMBV-K92 1415.8583.02

GNSS Extension to 12

Satellites

SMBV-K91 1415.8577.02

GNSS Extension to 24

Satellites

SMBV-K96 1415.8790.02

オーダ情報
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5 Rohde & Schwarz
Rohde & Schwarz is an independent group of companies specializing in

electronics. It is a leading supplier of solutions in the fields of test and

measurement, broadcasting, radiomonitoring and radiolocation, as well as

secure communications. Established more than 80 years ago, Rohde & Schwarz

has a global presence and a dedicated service network in over 70 countries.

Company headquarters are in Munich, Germany.

Sustainable product design

● Environmental compatibility and eco-footprint

● Energy efficiency and low emissions

● Longevity and optimized total cost of ownership

Certified Quality Management

ISO 9001
Certified Environmental Management

ISO 14001

Regional contact

● Europe, Africa, Middle East

Phone +49 89 4129 12345

customersupport@rohde-schwarz.com

● North America

Phone 1-888-TEST-RSA (1-888-837-8772)

customer.support@rsa.rohde-schwarz.com

● Latin America

Phone +1-410-910-7988

customersupport.la@rohde-schwarz.com

● Asia/Pacific

Phone +65 65 13 04 88

customersupport.asia@rohde-schwarz.com

● China

Phone +86-800-810-8228 / +86-400-650-5896

customersupport.china@rohde-schwarz.com

Headquarters

Rohde & Schwarz GmbH & Co. KG

Mühldorfstraße 15 | D - 81671 München

+ 49 89 4129 - 0 | Fax + 49 89 4129 – 13777

www.rohde-schwarz.com

This application note and the supplied programs may only be used subject to the conditions of

use set forth in the download area of the Rohde & Schwarz website.

R&S® is a registered trademark of Rohde & Schwarz GmbH & Co. KG. Trade names are trademarks of

the owners.
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